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当署では、夏山最盛期の約 1ヶ月間、一般募集の隊員により、山岳地帯での希少な動植物等の保護

のため、高山植物等保護管理事業(グリーンパトローノレ)を実施しています。しかし、隊員の応募者

の減少、球員の安全確保の向上、注意指導件数の減少がなかなか見られないなどの課題があり、今後

活動を継続していく上で、これらの課題の解消が不可欠になっています。今回の発表は、白馬地区に

おけるグリーンパトロール事業の現状と課題、その対策を敢り上げ、これからの進むべき方向を考察

します。

1 はじめに

当署では、北アルプスをはじめとする我が国を代表する雄大な山岳地域を管轄しており、多くの登

山者が訪れています。しかしながら、高山植物等の違法採取や踏み荒らし、また、ゴミの投げ捨てな

どがなかなか減らない現状にあります。当署では f高山植物の保護Jr山岳環境の美化j を毘的に、

白馬地区、潤沢地区、乗鞍地区において高山植物等保護事業(グリーンパトロ…ノレ)に係わる巡視及

び高山の美化活動に長年に亙り取り組んできています。

今回、白馬地区におけるグリーンパトロール事業の現状と課題、その対策を取り上げ、これからの

グリーンパトロールのあり方の一助とします。

2 活動概要

( 1 )発足経緯、あゆみ

長野県においては、昭和 30年代以降から昭和 50年代までは登山者等が急増しました。(図表

-1 )北アルプスでは、昭和30年代以降にかけての登山者等の急増に伴い、高山植物等の保護に

対する認識不足から、「禁止区域の侵入j や f摘み取引などの行為が相次ぎ、当時の松本営林署

及び大町営林署の職員による監視活動が行われるようになりました。
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潤沢、乗鞍地区においては、昭和39年に f高山植物等保護巡視員j制度を設けて、大学生を中

心に、常駐による巡視、清捕、 PR活動を開始しました。「グリーンパトロールj という名称は、

昭和43年に大学生などの保護巡視員に付けられたことが始まりです。現在は、安曇村との連携を

国りながら活動をしています。

白馬地区においては、昭和 11年にIB大町営林署が監督員詰所を新設し、常駐監視活動を開始し

ましたが、昭和45年にグリーンパトロール隊を組織化し、グヲーンパトロールとしての高山植物

等保護活動を開始しました。

昭和 55年に段、けとアルプ

スを美しくする会j による、

クリーンパトロール縁が設立

されましたが、昭和 63年に

荷隊を合併させ、新生グリー

ンパトロール隊として発足し

ています。現奈は、白馬村と

を図りながら活動をし

ています。(関表-2) 

(2)活動内癖

白馬グリーンパトローノレ隊は、大町市、自，罵

村、小谷村及び北アルプス北部に関係する観光

関係者により結成されたけとアルプスを美しく

する会j と、中信森林管理署が白馬村振興公社

と委託契約を行い実施しています。

活動内容は、白馬村の村営頂上宿舎を拠点と

しながら、「登山者に対する高山植物の保護の呼

び掛けム f踏み荒らしなどの訪止のためのグリ

ーンロープ張りや、看板設置及び改諺j、「登山

者に対する花のガイドやコース案内などの、い

わゆるインタープリテーションj、「避難小屋の

管理j、fゴミ拾いj、f高山植物の開花状況調査j

f大雪渓ノレートの登山者数の調査j などと多岐

に渡り、パトロール範囲は、北は白馬大地から

白馬岳、杓子岳、鑓ヶ岳の白馬三山を経て、南

は唐松岳及び、五意岳までと広範臨に活動して

います。(図表-3) 

(図表 2)

(図表-3) 

口むのふ



3 活動報告

グリーンパトローノレ隊員が実漉している、 f登山者数の調査j、f注意指導等の件数j、「高山植物の

開花状況調査j について報告します。

なお、 f登山者数調査j、「高山植物の開花状況調査j については、隊員自ら発案し、本来業務の合

間に、付加的に実施しているものです。

( 1 )登山者数の調査(自馬大雪渓ルート)

最初に、過去 18年間の自馬連峰の登山者数を観光統計で見ると、昭和 60年から平成7年まで

は、減少傾向にありましたが、平成8年から平成 13年までは登山者も増加しています。これは、

百名山ブ…ムによる中高年登山者等の増加によるものと思慮されます。しかしながら、平成 13 

度をピークに翌年からは、減少傾向を辿りはじめています。(図表-4)
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また、白馬グリーンパトロール隊として、平成 15年度と平成 16年度に大雪渓ノレートの登山者

数をカウントしましたが、これを見ますと、同年度とも約 16，000人となっています。(図表

-5)活動日数が、平成 15年度が 38日間、平成 16年度が45日間ですので、 1 13当たりの平

均登山者数では、平成 15年度が430入、平成 16年度が 370人となり、大雪渓ノレートの 2年

間の変化だけではありますが、減少傾向にあると見受けられます。

要因としては、夏

山最盛期の天候不煩も

考えられますが、観光

統計と照らし合わせて

みても、一時のような

百名山ブ…ムが下火に

なり、中高年登山者の

入り込みが減少したも

のと考えられます。
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(2)注意指導件数等について

白馬地区における過去5年間のグリーンパトロールによる注意指導等の件数は、平成 12年が

810件だ、ったものが、今年度は、 680件であり、減少傾向であると考えられます。(図表-6) 

しかしながら、 f禁止区域への侵入j、「踏み荒らしj など、安易な行為が見られる他、 fベット

連れ登山J、f高山蝶の採取j なども見受けられ、巡視指導の強化など、さらなる対応が求められ

(図表-6) 

また、過去5年間のゴミの拾得量は、減少傾向にありますが、(図表 7)相変わらず、ゴミが

無くなることはなく、ゴ、ミの種類の上位は、 1.飴クズ、たばこの吸い殻、 2. ちり紙、 3. ピ

ニーノレ袋となっています。(図表-8) 
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(図表-7)

注意指導の件数や、ゴミの拾得量は、過去の様なひどい状況はあまり見られなくなりました。

長年、地道に継続してきたグリーンパトロール活動の成果が、現れてきているものと考えられま

すが、今後とも巡視。指導の強化をすることにより、登山者等に意識の向上を訴えていきたいと

考えています。
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(3 )高山植物の開花状況調査

続きまして、平成 15年度から、隊員が高山植物の開花状況を調べはじめましたので、参考ま

でに報告します。

まず、図表-9を見ますと、白馬山域の高山植物の開花は 15年度と比較し 16年度は全体的

に2週間程度早くなっていました。ちなみに、ウノレップソウについては、昨年度は 7月下旬位に

開花したものが、今年度はγ月初旬位となりました。ハクサンフウロについては、昨年度は8月

上旬位に開花しましたが、今年度は、 7月初旬から 7月中旬となっています。

今回の調査は、 2年間の比較ですので、一概にはいえませんが、「ソメイヨシノの開花日が、

この 10年間で、平年より 3日も早くなっているJとの、国立環境研究所の報告もあり、地球温

暖化による気温上昇の影響も考えられます。

今後も継続的に調査していく中で、環境の高山植物等に対する影響を調べていきたいと思いま

す。

(図表-9) 
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益 課題と対応策

グリーンパトロール事業を継続していく上で、対応すべきいくつかの課題があります。ここでは

( 1 )グリーンパ 5トロール隊員への応募者が減少。 (2) 隊員の安全確保の向上。 (3)注意指導の減

少がなかなか見られない。の 3つの課題を取り上げ、それらに対する対応策を考えていきます。

まず、グヲーンパトローノレ隊員への応募者の減少についてです。下園(留表-10)を見てみる

と、過去5年間の応募者、採用者、

以前に経験したことのあるリピー

ター隊員数が、いずれも減少額向

にあります。

要国としては、大学の期末試験

が7丹に実施されること、若者の

ライブスタイルの変化などによ

り、山で働きたいという希望者自

体の減少しているなどが考えられ

ます。 この様な状況は、 グリー

ンパトロール隊だけでなく、山小

屋のバイトの応募状況にも、
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に見受けられました。(図表-10) 

このため、①夏山の最盛期に満度な活動できない、②引き継ぎ不足による、隊員間のコミュニケ

ーションの低下が生じる、③経験者が少なくなり、保護指導能力や、登山者からの質問に答えるな

どのインタープリテーション能力が低下する。などの問題が生じています。

対応策として

① 従来の山岳雑誌や村のホームページによる応募方法の他、全国の大学など

の機関に情報発信するなど、新たな募集方法を採り入れ、応募者の拡大を

函る

②過去の隊員で自発的に結成された、「白馬グリ…ンパトロール隊を支援する

会j の協力を得て、過去の隊員に情報発信し、積極的な参加を促す

③ 地元の有線放送などで呼び掛け、 f地元の山は地元で守るJ意識を高めるこ

とにより、地元の参加者を募る

③ 初心者にもスムーズに活動に入れるような、グリーンパトロールのための

ガイドブックを作成する

などを考えていきたいと患います。

-32-



の向上

続きまして、数員の安全確保の向上についてで、す。グリーンパトロールの活動を実施していく上

で、隊員の安全を守ることは大変重要なことであります。しかしながら、活動範囲が標高 3，00 

Omに近い高UJ地域であり、天候の急変、落石などの危険が隣り合わせにある活動となっています。

山岳地域の活動では、今まで以上に、高い安全を確保する必要があります。

円
什

V
対応策として

① 雷対策などの山岳気象環境や救急法などを含めた安全教育の徹底

② 緊急連絡体制の徹底を留る観点から、無線や携帯で、隊員が行動する際の

定時連絡の徹底を怒るとともに、携帯電話の通話可能エリアの隊員へ周知

③ iモード等の気象情報ツールなどの活用

④ 隊員の体力に合わせ、巡視方法を工夫していく

などを考えていきたいと思います。

( 3) 0 • .注意指導件数等の減少がみられない

続きまして、注意指導件数の減少がなかなか見られないとしづ状況です。これについては、前述

の実議のとおり、登山者のモラルの向上等により、減少傾向にはありますが、①摘み取りや禁止区

域の侵入など、安易な行為が後を絶たない状況にある。②グリ…ンパトロールの活動期間外にも、

業者と患われる、多量の高山植物を採取する行為などが見受けらる。また、新たな問題として③ペ

ット連れ登山者も見掛ける。などの状況が出てきています。

円
什

ιv
対応策として

① 小学生の頃など、早い時期から環境教育を実施することにより、モラノレを

身につけていく

② 関係機関等との協力の下、活動期間以外の指導を強化していく

③ 上記については、すぐに効果が上がる特効薬的な対策ではないので、今後

もグリーンパトローノレ等の活動を地道に継続していく

などを考えていきたいと思います。

以上のとおり、課題に対する対応策を上げてきました。しかしながら、対応策については、これ

だけではないと思いますので、更に関係機関等のお知恵を頂く中で、今後のグリーンパトロ…ノレ活

動に生かしていきたいと考えています。
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ち おわりに

高山植物等保護管理事業(グリーンパトロール)は、大きな成果が見えにくい事業なのかもしれま

せん。しかしながら、小さいことながらも長年地道に活動を続けることにより、この小さな積み重ね

が将来実を結び¥高山植物が咲き誇り、ゴミ一つなく、ライチョウなどの希少野生動植物が安心して

生息することのできる(写真-1，2) i自然と人が共生する山岳地域j が、白馬から生まれればと

期待しているところです。

くからの北米インディアンの諺に「大地や森や)11や動物たちは衿がっくり、それを神と子孫から

借りているだけだj というものがあります。これは、非常に大事なことを我々にも伝えていると思い

ます。借りたものは大事に使い、貸し手に元のまま返すことができれば、将来に渡り我々の生活や文

化を持続していくことが我々の責務と痛感しております。グリーンパトロールの活動が少しでも、そ

の一助になれればと患います。(写真一 3)

今後も、取り上げた課題に対処し、よりよいグリーンパトローノレ事業となるよう、努力していく所

存です。

最後に、山小屋をはじめ、山岳関係者各設には、高山植物等保護管理事業に対するご協力に感謝申

し上げ、報告とします。

1 :人簡を恐れないライチョウ) 2:ハクサンコザクラ)

(写真一 3:巡視・指導風景)

-34 


